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問いを見つけ、主体的に学ぶ乳の授業づくりの検討 

－文化的・社会的視点からの教材開発を通して－ 

代表研究者 武庫川女子大学 教育学部教育学科 藤本勇二 

 

研究成果の概要 

乳の文化的・社会的視点から教材開発を行い、小学生が問いを見つけ、主体的に学ぶ乳の授業

づくりを検討した。小学生及び学生へのアンケート、インタビュー、小学生と学生の変容におい

て何が効果的であったかを分析した結果、以下の点が明らかになった。 

(1) 文化的・社会的視点から開発した乳の授業の効果が明らかになった。小学生が、問いを見つけ

主体的に学び、牛乳への関心を高めることにつながった。 

(2) 3 度の授業実践に学生が関わることによって、小学生の変容を通じた学生の理解や意識が変容

した。乳の授業づくりにかかわった学生の食育実践への意欲の高まりが確認できた。 

 

キーワード 食育 乳の文化的・社会的視点 問いを見つける 学生の変容 

 

1. 研究開始当初の背景 

学校における食育が、望ましい食習慣やそのために必要な知識の教え込みになっている現状が

ある。これは、食育の内容が栄養や健康に限定される授業実践が多いため、授業力が十分でない

栄養教諭・学校栄養職員に一任されてしまうか、食の専門知識の乏しい担任が無理に担当してい

ることに依ると思われる。現状のままでは、小学生が、却って食について学ぶことが嫌いになっ

てしまう懸念さえある。こうした現状を改善するためには小学生の関心事をもとにして食の授業

を改善し、食の内容を充実させる授業づくりが重要となる。つまり、小学生が問いを見つけ、主

体的に学ぶ食育プログラムの開発が急務である。 

 

 

図 1 問題の背景 
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食育のプログラム開発にあたっては、食育の内容を栄養や健康に限定せず、文化的・社会的な

視点を含めた、より広い内容を取り上げることで一般教員が食育に参画しやすくなると期待でき

る。この点については、児童理解の専門家である学級担任が授業を行うことによって小学生の学

びの文脈を大切にした授業を実現できることにつながる。さらに、身近な材を教材とすることで

食の内容を自分事としてとらえる授業が実現する。これは、食の授業の質を改善することにつな

がると考える。 

 

 

図 2 配慮点と効果 

 

そこで、学校給食に毎日登場する牛乳を教材として、その文化的・社会的な視点から教材開発

を進め、小学生が問いを見つけ、主体的に学ぶための授業づくりを目指したい。 

折しも、文部科学省が作成した小学生用食育教材 1) では、個人的な食から社会的な食への体系

的な食育の全体像が示され、「食料自給率と食品ロス」や「食文化の継承」等、文化的・社会的な

食への展開が重視されている。さらに、今次改訂の学習指導要領に先立って示された総則・評価

特別部会の資料 2) においても、図 3 に示すようにカリキュラム・マネジメントを実現する視点か

らより多様な教科・領域等において食育を実践することが示されている。 

これを受けて改訂された小（中）学校学習指導要領 第 1 章 総則 3) においても、「学校におけ

る食育の推進に関する指導については、体育科、家庭科及び特別活動の時間はもとより、各教

科、道徳科、外国語活動及び総合的な学習の時間などにおいてもそれぞれの特質に応じて適切に

行うよう努めること。」と示されている。現行の学習指導要領においては、食育実践の場が体育

科、家庭科及び特別活動の時間とされていたが、より広範な教科・領域等での食育実践が求めら

れているのである。 

牛乳に目を向けると、牛乳は毎日、学校給食に登場すると言う日常性や具体性があり、小学生

にとって身近であるという教材の要件を備えている。しかしながら、これまでは牛乳を教材とし

た授業では、「牛乳=カルシウム」「牛乳＝栄養」といった指導が中心であった。もちろん、栄養や

健康の指導の大切さは踏まえた上で、それ以外のアプローチを検討することが必要となる。なぜ

なら小学生は、栄養や健康の側面からだけでは食材を見ていないからである。例えば、図 4 に示 
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図 3 学校における食育に関するイメージ 

 

 

図 4 牛乳の文化的・社会的視点からの教材開発 

 

すように、コンビニのマークは牛乳缶であり、醍醐味の醍醐は乳製品である。明治維新の頃、日

本で最も酪農が盛んであったのは東京であるという。ヒトは動植物の命を奪って生きているが、

牛乳とハチミツはその例ではない。このように牛乳を栄養・健康以外の視点からとらえることが

できる例は枚挙に暇がない。食育の守備範囲を広げることは、小学生の主体性を引き出すことに

つながると共に、栄養の専門家ではない、一般教諭も実践に加わりやすくなると言えよう。さら

に、食育の視点と教科・領域等の目標・内容の重なり程度（親和性と呼ぶ）において、親和性の低

い教科・領域等で食育実践を行うことも検討したい。こうした親和性の低い教科・領域等で実現

できる食の内容は、栄養・健康以外の内容となることが多い。そうした親和性の低い教科・領域

等での食育実践を検討することは、「小（中）学校学習指導要領 第 1 章 総則」で示された「もと
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より」以降の「各教科、道徳科、外国語活動及び総合的な学習の時間など」における実践に応え

ることにもつながる。牛乳を教材として文化的・社会的な食へ授業を展開することにより、これ

まで以上に食育の対象を広げることが可能となり、食育実践を充実させることになる。それが乳

の価値に対する理解を醸成することに結び付くことが期待できると言えよう。 

 

 

図 5 食育と教科・領域等の親和性 

 

2. 研究の目的 

乳の文化的・社会的視点から教材開発を行い、小学生が問いを見つけ、主体的に学ぶ乳の授業

づくりを検討する。 

 

 

図 6 本研究の目的 

 

3. 研究の方法 

(1) 研究の仮説 

ア：文化的・社会的視点から開発した乳の授業を受けた小学生が、問いを見つけ主体的に学び、
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牛乳への関心を高めるだろう。 

イ：乳にかかわる教材開発や授業実践にかかわることで学生が乳の価値に対する理解を深める

ともに、授業実践での小学生の変容を通して、食育実践への意欲を高めるだろう。 

 

(2) 研究の概要 

5 月        学生に対する食育及び乳についてのアンケート作成。 

これまでの食育プログラムの分析と学生 10 名に対する事前アンケート実施 

6 月     乳における小学生の関心事の検討：明治なるほどファクトリー訪問 

5 月～10 月 学生によるプログラムコンテンツ検討と教材作成、小学校学級担任からの学生への

助言 

7 月     乳における小学生の関心事の検討：新潟ふじた牧場、西山牧場訪問 

11 月     雪印京都工場(亀岡市)見学、谷牧場（亀岡市）見学 

乳における小学生の関心事の整理、学生による授業実践における小学生向けアン

ケート作成 

11 月末    小学校版簡易プログラム完成 

12 月    酪農家の出前授業によるワークショップ 短時間指導のプログラム作成開始 

12 月～2 月 小学校での授業実践（実践校の担任が 3 つのプログラムを実施） 

アンケート実施（事前と 3 回の授業終了時の 4 回実施）学生に対する事後アンケ

ート実施 

2 月～3 月  学生及び小学生へのアンケート及びインタビュー分析 

3 月末    短時間指導のプログラム集完成  

 

4. 研究成果 

(1) 授業案作成のための調査 

牛乳工場（明治愛知工場）や牧場（フジタ牧場・西山牧場）の訪問・見学を行った。牛乳工場で

は、衛生管理を行う生産ラインを見学し、無塵服をもとに授業づくりを行うヒントを得ることが 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

図 7 明治愛知工場                 図 8 フジタ牧場 
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でき、後述する(3) 授業実践の授業実践例の事例 3 の実践につながった。牧場では、酪農家の思い

や地域で持続可能な酪農を営む実際に触れ、事例 1 や「地域と生きる酪農家の仕事」の実践につ

ながった。 

また、学生が一昨年からかかわりのある近畿生乳販連の支援によって、亀岡市の雪印京都工場、

谷牧場を訪問、見学した。酪農家の仕事や生乳生産への思いに触れ、牛乳工場での衛生管理に出

会う中で短時間指導のプログラム開発のヒントも得ることができた。 

 

(2) 授業実践のための教材化 

① 酪農家を招いてのワークショップによる教材化 

谷牧場の谷幸氏から助言を受けながら集めた情報や手元に準備した酪農関連の資料を見ながら、

授業案や短時間指導のアイディアを作成した。ここでの成果を「牛が水を飲むためのボールやブ

ラシの写真、体調管理の事例をもとに酪農家が大切に乳牛の世話をしていることを知る（牛の保

健室）」、「牛乳は生乳を加熱殺菌しただけのものであることを知り、温度管理に携わる人の工夫に

気付かせる（4℃のなぞ）」等の短時間指導のプログラムに反映することができた。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② トモヱ乳業の見学 

生乳が工場に運ばれる様子や官能検査、「牛乳博物館」等を見学し、短時間指導のプログラムづ

くりのヒントを得ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 酪農家からの助言 図 10 プログラムのアイディア 

図 11 トモエ乳業の見学 図 12 授業づくりの検討（牛乳の飲み比べ） 



7 

 

 

③ 授業案の構想 

見学やワークショップをもとに「牛乳はいつも同じ味？」、「北海道からの贈り物」、「牛乳工場

の仕事」の 3 つの授業案を構想した。合わせて、牛乳の飲み比べ、ほくれん丸についての資料調

査、牛乳工場で働く人へのインタビュー等授業実施の資料収集・作成、児童へのアンケート項目

作成等を行った。表 1 のように授業を実施した。 

 

表 1 3 つの授業実施 

 

    

(3) 授業実践 

① 牛乳はいつも同じ味？ 5 年学活 

 2 種類の牛乳を飲み比べる活動を通して、牛乳の味の違いから乳牛やエサ、生育環境の違いに

目を向ける授業を実践した。 

 

図 13 「牛乳はいつも同じ味？」展開 
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牛乳の原料となる生乳は、乳牛が生み出す自然の産物である。乳牛の種類や飼育方法の違いに

よって風味に違いが生じることになる。この点に着目させるために、ホルスタイン牛乳とジャー

ジー牛乳の飲み比べから授業を始めた。 

同じように見える牛乳の味が違うことへの気付きが起点となり、小学生は風味が変わることの

理由に気付いていった。こうした気付きは、牛乳の原料となる生乳は、哺乳動物である乳牛が、

子牛を産み育てるために産出したものであるという命の存在への気付きにもつながった。さらに、

工業製品ではなく、乳牛が生み出す農産物を扱う酪農家の工夫や努力にも目が向けられた。  

 

表 2 「牛乳はいつも同じ味？」児童の感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業を参観した学生は、牛乳を飲み比べる活動を通して味の違いを実感し、なぜ違うのかへの

図 14 「牛乳はいつも同じ味？」概要 
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関心を高めることのよさや人間の母親と小学生の例を出すことが理解につながった点を評価して

いた。本授業は、食育を実践する上で取り入れやすい内容であるとの振り返りが多くあった。 

 

表 3 「牛乳はいつも同じ味？」学生の振り返り 

 

 

② 北海道からの贈り物 5 年社会科 

 北海道から生乳を運ぶ「ほくれん丸」を取り上げ、安全や衛生、大量の運搬の視点から「ほく

れん丸」の工夫を考える授業を実践した。 

 

 

 

 

牛乳が手元に届くまでに関わる人についてウエビングを使って整理したり、ほくれん丸で生乳

がどのように運ばれているのかを小学生が話し合ったりする活動を通して、小学生は、働く人の

存在や努力、工夫に目を向けた。特に、班活動を通じて仕事の工夫をイラストに表現することが

図 15 「北海道からの贈り物」 展開 
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全員参加を実現する手立てとなった。また、授業の振り返りに、「私たちの飲んでいる牛乳は・

・・」に続いて書くことで小学生が学んだことを引き出しやすくなった点も効果的であった。こ

うした手立てが、小学生の学ぶ気持ちを引き出す工夫となることが確認できた。 

 

 

 

 

授業を参観した学生は、「社会科で働く人の工夫や努力について学ぶのに牛乳は身近なのでよい

教材だ」と教科の学びを深める教材としての牛乳の意義や社会的な食の学びの価値を見出した。

また、「牛乳という身近なものについて学ぶことで、更に違う身近なものの流通にも興味をもてる

きっかけとなる」と牛乳をきっかけに学びを深め、広げていく起点としての教材特性に触れた振

り返りも確認できた。 

 

表 4 「北海道からの贈り物」児童の感想 

 

図 16 「北海道からの贈り物」概要 
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表 5 「北海道からの贈り物」学生の振り返り 

 

 

③ 牛乳工場の仕事 6 年社会科 

 牛乳工場の仕事内容を考えることを通して、安全な牛乳を生産するために努力する人たちの姿

に学ぶ授業を実践した。 

 

 

 

 

 牛乳工場では、どのような仕事をしているのか担任が聞いたところ、小学生からは品質管理をし

てきれいにする、殺菌する、紙パックに詰める、賞味期限、消費期限を決める、少し味見をする

という意見が出てきた。それを受けて、牛乳工場の工程や働く人の思いを知ることで、手元に届

いている牛乳の大切さに気付いていった。小学生の感想からも「毎日飲んでいる牛乳がたいへん

図 17 「牛乳工場の仕事」展開 
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な作業をしていることがわかった」「牛乳を生産している人や作ってくれている人に感謝しないと 

 

 

 

いけない」等の働く人の思いや工夫に目を向ける内容が多くあった。また、震災が起こった時、

自分たちの手元に優先して届けられている事実を知り、普段当たり前に飲んでいる牛乳は、目に

見えない人の努力や苦労が積み重なってできていることを実感することができた。 

授業を参観した学生は、「実際の服を見ることで秘密見つけに積極的に取り組んでいた。現場で

働く人の考えや意見を読むことで工夫に対する想いの裏付けができ、自分たちの推量でなく、確

実な想いとして学ぶことができた」と本授業の成果を評価していた。さらに、「牛乳工場の見学と

セットの授業として実践してみたい」というカリキュラム・マネジメントを行うことによる学び

の深まりについての指摘もあった。 

 

表 6 「牛乳工場の仕事」児童の感想 

 

 

図 18 「牛乳工場の仕事」概要 
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表 7 「牛乳工場の仕事」学生の振り返り 

 

 

(4) 小学生及び学生へのアンケート分析 

① 小学生の学び：問いを引き出し主体的な学びへ 

3 つの授業実践から小学生が見つけた問いと発揮された主体性による学び、それを発揮させた

手立てを表 8 に整理する。 

 

表 8 小学生の学び 

 

 

3 つの事例では、「農産物としての牛乳」「流通における牛乳」「生産活動と牛乳」といった社会

的な側面からの問いを引き出していることが分かる。その際に、「同じ牛乳なのに味が違う」「牛

乳を船で運ぶことできるのか」「工場の一般的なイメージとの違い」という小学生がもっているそ

れまでの牛乳に対する捉えとの違いが主体的に学ぶ原動力となり、「飲み比べる」「絵で描く」「防

塵服に触れる」といった体験活動がそれを支援する効果を発揮していると言える。その結果、牛

乳に関わる人への気付き（牛乳が私たちの手元に届くまでに多くの人のかかわりと思いや工夫が
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あったこと）、牛乳を飲むことに関する気付き（牛乳を味わって飲む、さらにおいしくなる、等の

積極的に飲むことへの意欲の高まり）、キャリアの内容への気付き（牛乳を通して働くことの意義

や価値、責任感に触れる）が成立したと考える。 

以上の小学生の学びの成果は、牛乳を社会的視点から教材開発し、授業実践することの有効性

を示している。さらに、食育実践の親和性の低い社会科において実践されたことは、小学校にお

ける食育実践を深めることにつながると考える。 

 

② 学生の学び：小学生を通して食育実践へ 

 本プログラムに参加した藤本ゼミ所属の 4 年生に「小学生にとっての食育は重要か」「食育を実

践したいか」「酪農乳業の実践をしたいか」の 3 項目について、「当てはまる」「どちらかと言えば

当てはまる」「どちらかと言えば当てはまらない」「当てはまらない」で尋ね、それぞれ 4 点、3 点、

2 点、1 点で数値化し、項目ごとに平均値を算出した。第 1 回目は 6 月 2 日、第 2 回目は 3 月 7

日に行った。 

 「小学生にとっての食育は重要か」「食育を実践したいか」の項目については、実践後に数値が

下降したが 3.9、3.6 と高い数値を維持した。「酪農乳業の実践をしたいか」の項目については、数

値が上昇した。 

 

 

図 19 授業実践後の変容 

 

「小学校の教員として酪農乳業をテーマにした授業をする際にどんな授業をしてみたいか」と

の問いに、実践前には、「牛乳を飲むとどんないいことがあるか」（栄養、成長・健康）のことを多

くの学生が挙げていた。実践後には、「子どもにとって身近なものだから。好き嫌いが分かれるか

ら」「牛乳が学校に運ばれてくるまでの過程、そこに携わる人の工夫と努力、牛乳にはそういった

教育的価値がある」等の酪農業の価値や小学生にとっての意味を実感した。さらに、「牛乳がどの

ような過程で自分たちのもとに届いているか」（流通）や「飲み残し」（食品ロス）、「乳製品や牛

乳の加工品」（食文化）をテーマに酪農乳業の授業を実践したいと答えていた。 

 また、「小学校で食育を実践する際に、どんな食育の授業がいい授業だと思うか」の問いに実践
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前には、「実際に目で見て実践できる授業」「子どもたちにとって身近な食べ物を取り上げる授業」

「生活に結び付く、生かせること」「自分たちで考え試行錯誤できる授業」等の小学生の授業全般

に当てはまる視点から食の授業を捉えていた。実践後は、「たくさん残さず食べように帰結せず、

こんな仕事があるのか、社会の仕組みってこんなのかと食とは別のところに着地できるような授

業」「食を通して食への興味が広がるもの」「例えば、牛乳の飲み残しを改善するための内容を教

科と関連させた授業」「給食を題材にした授業」「食への感謝だけで終わらせず継続的に子どもの

行動に変化を及ぼすもの」等の食の内容に焦点化した授業を構想しようとする着眼点を得ること

ができたと言えよう。 

 「小学校で食育を実践するにあたり、持ちたいとおもう知識や技術は何ですか」の問いに、実

践前は栄養やアレルギーに関する知識、食に関する正しい情報、野菜の栽培技術や地域の農家に

つながる力を挙げていた。実践後は「どのように思考させるか」「自分自身の経験から得られる知

識」「指導要領との関係」「子どもはどんなことを疑問に思っているか」のような授業の具体に即

した内容に変わった。 

 

(5) 3 名の学生へのインタビュー分析 

① 3 名のインタビュー 

授業実践が個々の学生に与えた影響をみるためにアンケート調査の結果とインタビューの内容

とを検討する。各授業の参加人数は、第 1 回（10 名）、第 2 回（6 名）、第 3 回（7 名）であり、

3 回の授業に全回参加した学生のインタビューから食育のイメージの変容、牛乳の教材としての

価値とその限界について表 9 に整理する。 

 

 

 

 

表 9 から分かるように、実践後に食育のイメージが変化している。さらに、食育への多様な入

り方や教科等との関連の重要性に目を向けるようになっている。また、教材としての牛乳の価値

表 9 3 名のインタビューより 
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について毎日給食に登場するという具体性や日常性に意味を見出すと共に、牛乳をとおしたキャ

リア教育への展開に目を向ける学生もいる。 

一方で、牛乳の教材としての限界についても、学年の発達段階や取扱いでの衛生面等の配慮に

も触れている。また、牛乳を教材として価値あるものにできるかどうかは、学級担任の給食運営

や指導に関わっているという指摘も興味深い。  

最後に、食育を実践していくには、「子どもにとっての関心事から」「栄養・健康だけでは子ど

もに届かない」と小学生にとっての意味ある文脈を大切にする必要性や「教科の指導につなぐ」

「栄養教諭との連携」「工場見学とつなげて」のようにカリキュラム・マネジメントとして食育に

取り組むことの重要性も指摘している。 

 

④ 学生 YY の結果について 

本学生は、実践前から「小学生の頃から食に興味を持って正しい知識を持っていればそれから

の食生活が変わってくると思う。家でそういうことを学ぶことができない子どもも増えている」

と食育は重要だと考えており、食育実践への意欲も高かった。 

実践後、酪農乳業をテーマにした食育実践をしたいという数値が高くなった。さらに、「食育を 

 

表 10 学生 YY の結果 

 

 

題材にすることで教科の学習に入りやすくなったり、学びが深まる・つながると考えるから」「食

についての知識をもったり考えながら食事を楽しんでほしいから」と食育の重要性の視点が変化

している。「学級担任による牛乳をテーマとした短時間指導の手立て」と題して卒業論文にも取り

組んだ。本学生は、事例 1 の授業後、「普段から疑問に思っている子どもがいるかもしれない。牛

乳は身近で食育をする上で取り入れやすい。」と振り返っている。 

事例 2 の授業後には、「社会科で働く人の工夫や努力について学ぶのに牛乳が良い教材。子ども

の考える運ぶ工夫をみてみたい。工夫を考えることは生活上で困った時に対応する力がつきそう。」

と述べている。事例 3 の授業後には、「ふだん飲んでいる牛乳に関わる人の仕事について知ること

ができる。働いている人の思いを知ることができる。」と振り返っている。 

本学生は、授業にかかわることによって、食育の重要性を再確認すると共に、教科の学習の中

での実践や短時間指導との接続等、食育実践を充実させる具体的な手立てを得たことが表 11 から

もわかる。さらに、食品ロスや流通、循環型社会等の牛乳を教材にした新たな授業づくりの着眼

点を手にしている。 

 

 

 小学生にとって食育 

は重要か 

食育を実践したいか 酪農乳業の授業を実践 

したいか 

実践前 4  4 3 

実践後 4  4 4 
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表 11 授業後の変容 (YY) 

 

 

⑤ 学生 YS の結果について 

 本学生は牛乳アレルギーがあり、実践前「食べることと生きることは切り離せない。私は給食

の時間が嫌で学校が嫌いだったけど（減らすな、残すなと否定的な言葉ばっかり）給食や食事は

楽しくしようという先生が担任になってからは給食が好きになって学校も好きになったので食育

は学校生活にも大きくかかわる」と食育は重要と考えていた。 

 実践後、すべての数値が下降している（表 12 参照）。その理由について、「食を通して社会を知

ったり、つながることができる内容であれば重要と考えたから。たくさん食べる、残さない、感

謝、栄養で留まるのであれば不要だと考える」と食育の扱う内容の問題であると指摘している。

さらに、食育よりも給食の時間を大切にすること「自分が食べられる量を楽しく食べられるよう

な環境づくりに常に心がけたい」を記述している（表 13 参照）。 

 本学生の指摘は、学校給食に毎日登場する牛乳だから食の教材としては優れているとしても、

学校給食の時間そのものを学級担任が小学生にとって楽しい時間となるように、食べることは楽

しいと思えるように環境を整えることの重要性を示している。さらに、牛乳は優れた教材でるの

で、栄養や健康に特化しない授業の在り方を検討する必要性も指摘している。 

 

表 12 学生 YS の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学生にとって食育 

は重要か 

食育を実践したいか 酪農乳業の授業を実践

したいか 

実践前 4 3 3 

実践後 3 2 2 
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表 13 授業後の変容 (YS) 

 

 

(6) 考察 

授業実践を通して、以下のことが明らかになった。 

①文化的・社会的視点から開発した乳の授業の効果が明らかになった。小学生が、問いを見つけ

主体的に学び、牛乳への関心を高めることにつながった。 

②授業実践に学生が関わることによって、小学生の変容を通じた学生の理解や意識が変容した。

乳の授業づくりにかかわった学生の食育実践への意欲の高まりが確認できた。 

特に、授業づくりに参画し、小学生の授業での変容を目の当たりにした学生は、酪農乳業の

授業を実践する意欲を高めただけでなく、質の高い授業を構想・実践するための手立てを手に入

れることができた。学生の振り返りにも「普段の授業から食育について積極的に取り扱えるなら

ば、授業をする意味はあるが、単発では小学生たちにその授業をする意味が分からない。」（事例

1）、「牛乳工場の見学とセットの授業として実践してみたいと思った。セットにすることで見学

で感じたことを理解につなげたり、見学に目的をもって取り組むことができると思う。」（事例 3）

のように、教科関連やカリキュラム・マネジメントの必要性を指摘している。 

食育実践において、各教科・領域等での食育の内容の広がりを実現することが求められてい

ながら実践においてまだ十分な蓄積がない。毎日の給食に登場する食材であるだけに牛乳を栄

養・健康の側面からだけに限定してしまうことはもったいない。牛乳を文化的・社会的視点から

授業実践をすることによって小学校における食育実践を深めることになる。 

③酪農をテーマにした SDGs に関わる授業を実践 

酪農・乳業を教材化する着眼点を得て、新たな授業開発も行った。地域と共に酪農を営む酪

農家の仕事を通して、持続可能な農業について関心をもつ小学校 6 年生社会科「地域と生きる

酪農家の仕事」である。 

  

 

 

 



19 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④短時間指導の事例集  ※添付資料① 

これまでの教材開発や授業実践の成果を踏ま 

えて、短時間指導の事例集を作成した。 

短時間指導は、給食の時間に担任、または 

栄養士が行う 5 分以内の食に関する指導で 

ある。単位時間指導（小学校 45 分、中学 

校 50 分）のようにまとまった時間ではな 

い分、伝えたい内容を焦点化し、大切なこ 

とを分かりやすく伝える工夫が必要となる。 

小学生の興味や関心を引き付け、伝えたい 

内容に届かせる指導のポイントが必要とな 

る。したがって、短時間指導を起点として、 

単位時間指導に広げていく授業づくりの手 

立てを得ることが可能となる。これは、若い 

先生が授業づくりの勘所を学ぶことにつなが 

ると共に、食育としても、5 分間以内の指導 

を繰り返すことで、単位時間指導を内容とし 

て実現したことになり、食育実践のハードル 

を下げ、学校における食育を充実することに結び   図 21 短時間指導プログラム集目次 

付くと言えよう。 

 

図 20 「地域と生きる酪農家の仕事」授業の概要 
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図 22 短時間指導プログラムの一例 

(7) 今後の課題 

本研究の学生は、代表研究者のゼミ生であり、本来的に食育に対する向かい方が一般の学生よ

りも高いと言えよう。したがって、今後一般の学生においても乳を教材として食育実践に触れる

ことにより効果を検討する必要がある。 

「牛乳は飲めないけどチーズは食べられる。生クリームは加工されているから大丈夫。加工を

入れてくれると私（学生 YS）のような人も入ってこれる。学校給食と言われると遠い。いろいろ

に使われている牛乳はと言ってくれて、枠を広げてくれると入れる」 

これは、インタビューでの学生 YS の発言である。「牛乳＝カルシウム」、「牛乳＝栄養」といっ

た指導の大切さを踏まえた上で、栄養や健康以外のアプローチを検討する必要性がこの言葉には

ある。小学生は食材を栄養や健康の側面からだけでは見ていないので、食育の守備範囲を広げて

小学生の主体性を引き出すようにすることが大切となる。 

さらに、本研究から学校給食の時間を豊かに充実した内容とすることの大切さと日常の授業に

おいて食育について積極的に取り扱いながらカリキュラム・マネジメントを実現することの重要

性も明らかになった。 

最後に、「牛が出した牛乳はのまないといけないが、私はのみたくない。しかし、たいせつなこ

とは、分かりました。」これは、「事例 3：牛乳工場の仕事」での小学生の振り返りである。中学に

進学して牛乳を飲むことができるようなったと担任から聞くことができた。牛乳を飲む指導より

も牛乳のたいせつさ（牛乳に関わる人やモノ、コト）に触れることが重要となるのではないだろ

うか。」 
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